
 

「 明るく 賢く 強く 生きる子供 」 

大和町立小野小学校学校便り 

                     第 13号 文責：阿部 渡部 

令和６年３月２２日（金) 

TEL３５８－９２２１ 

FAX３４８－１２６４ 

【 明るいあいさつ いつも元気で 上を向き 笑顔輝く 音楽大好き あいうえ小野小学校 】 

 

一年間ありがとうございました 
本日，３学期の修了式を終えました。学年代表の児童に校長先生から修了証書が手渡されました。修了

証を手にした児童の姿や笑顔から，この一年の大きな成長や学年を終えたという自信が伝わってきました。
保護者の皆様には，この一年のお子さんの成長をぜひ褒めていただきたいと思います。今年度は，新型コ
ロナウイルス感染症が５類に移行したことに伴い，感染症対策を行いながら，制限を解除し学校行事を行
ってまいりました。保護者の皆様，地域の皆様に深い御理解と温かい御協力・御支援を賜りましたことに
心より御礼申し上げます。 

御卒業おめでとうございます 
３月１９日（火）に，令和５年度卒業式を行いました。卒業証書を手にした卒業生から，６年間小学校

生活を終えたという充実感と，中学校に向けた期待感に満ちた表情が見られました。小野小学校の最上級
生として活躍した卒業生には，小学校で学んだことに誇りと自信をもって中学校生活を送ってほしいと願
っています。式では，校長より次のようなお話をしました。（一部抜粋） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

６年生を送る会 
３月７日（木）に６年生を送る会を行いました。会に向けて，招待状，看板，飾

り，プレゼントを各学年で分担し準備をしました。そして，５年生が１年生から５
年生までのメッセージカードや会場装飾などの準備をし，計画委員が会を進行し
ました。どの学年も６年生への感謝の気持ちを込めて準備をしたことが伝わると
てもすてきな会でした。 
 

 
 

 

小学校を卒業し，明るい未来へ羽ばたく皆さんへ，私から最後に三つのメッセージを送ります。 
一つ目は，「努力」です。皆さんは将来どんな大人になりたいですか。ぜひ「なり 

たい自分」を見付けて，努力してください。夢は，願っているばかりではかないません。 
努力が大切です。その途中でうまくいかないことがあるのは当たり前です。もしかす 
ると，うまくいかないことの方が多いかもしれません。そんなとき，自分の気持ちに負 
けて逃げたり，何かのせいにして諦めたりするのではなく，立ち向かう勇気をもって， 
乗り越える方法を考えてください。そうして乗り越えた先には，必ず大きな自信を手 
に入れることができ，夢にぐんと近付きます。 
 二つ目は，「正しく判断する心をもってほしい」ということです。大人でも「何が 
正しいのか」悩むことがあります。また，「正しさ」が人と違うこともあります。正 
しいという字は分解すると「一」と「止まる」という字から成り立っています。自分 
の考えが正しいかどうか迷った時には，「一度止まって」しっかりと考え，正しい行 
動につなげていってください。正しくない行動は，時に自分を傷つけます。また，皆 
さんを育ててくださった御家族の期待や，周りの人たちからの信頼に背くことにもなります。必要なときに
は立ち止まって考え，自分が正しいと信じる方向に胸を張って進んでください。 
 三つ目は「仲間を大切にしてほしい」ということです。この世の中にたくさんの人がいる中で，今ここにい
る仲間と出会えたこと，そして共に過ごしてきたことは，まさに「奇跡」なのです。時にはけんかをしたり，
気持ちがすれ違ったりしたこともあるかもしれません。でも思い出してほしいのです。この仲間がいたから
こそ，できたことも数多くあるはずです。今まで共に思い出を紡いできたここにいる仲間，そしてこれからの
新しい出会いを大切にし，思いやりの気持ちを忘れずに，笑顔で中学校生活のスタートを切ってください。 

＜離任式について＞ 

日  時 ３月 27 日(水) 8：35～9：00(8:15 まで登校) 

下校時刻 １～４年・６年 9：20 頃 

     ５年      10：20 頃（机移動作業のため） 

そ の 他 ・上靴持参(その他，学年で指示があった場合は 

持たせてください)。 

     ・欠席の際には，学校まで欠席フォームや電話に 

て御連絡ください。 

＜春休みの生活について＞ 

春休み中，子供たちは，新学年に向けて気持ちが高揚す

るとともに，暖かくなり行動範囲も広がります。交通事

故，感染症等に気を付けて過ごし，元気に新学期を迎えら

れるよう，御家庭でもお声掛けをよろしくお願いいたし

ます。また，児童館，公園等で過ごす機会が多くなります。

公共施設での過ごし方・遊び方について，御家庭でもお話

いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

     


